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Research Abstract ラット⼼筋梗塞モデルで、BrdUラベリングによりDNA合成能を有する⼼筋細胞を同定し、リン酸化HistoneH3(増殖細胞マーカー),Nestin(未分化細胞マーカー)
に対する特異抗体を⽤いて免疫染⾊を施⾏した。また⼼筋組織を左室⾃由壁(梗塞境界〜梗塞領域),⼼室中壁(⾮梗塞領域)に分け,コラゲナーゼ処理にて⼼筋細胞
を単離し塗抹標本を作製,核の数及び⼼筋細胞の⼤きさを計測した。実験動物は⽣後8週体重250gの雄ウィスターラットを使⽤,左⼩開胸下に左冠動脈を結紮し⼼
筋梗塞モデルを作成,冠動脈結紮群(MI群:n=4),⾮結紮群(N群:n=4)とした.1週間後BrdUを腹腔内投与(50mg/kgを4時間毎24時間)し⼼摘出.摘出⼼は輪状に切
除し病理組織切⽚を作成した.結果はBrdUの免疫染⾊では,MI群の梗塞境界領域で⼼筋細胞の核陽性像を⼀組織切⽚に平均4.8個認めた.N群では⼼筋細胞の核陽
性像は認めなかった.Nestinの免疫染⾊ではMI群梗塞境界領域の⼼筋細胞で瘢痕組織を取り囲むように陽性像が認められた.連続切⽚にてBrdU陽性の⼼筋細胞は
リン酸化HistoneH3及びNestinに陽性であることが確認できた.塗抹標本では48%が単核,50%が⼆核の⼼筋細胞で,両群とも左室⾃由壁,⼼室中壁でその割合に
差は認めなかった.⼼筋細胞の⼤きさは⼼室中隔の単核細胞ではN/MI群:1695±692/1974±689μm2.⼆核細胞ではN/MI群:2104±924/2387±809μm2.左室⾃
由壁の単核細胞ではN/MI群:1893±588/1723±608μm2,⼆核細胞ではN/MI群:2091±609/2326±679μm2であった.⼼室中壁で⽣じる梗塞後の単核⼼筋細胞
の肥⼤化は左室⾃由壁では認めず,⼤きさは⼩さいまま維持された.以上より,ラットを⽤いた実験で⼼筋梗塞境界領域にBrdUにラベルされるDNA合成能を有する
⼼筋細胞の存在を確認した.また,成体⼼筋組織中に内在する⼼筋組織幹細胞,前駆細胞の存在可能性を⽰唆する所⾒として梗塞境界〜梗塞領域では単核で⼩さい
⼼筋細胞が維持されていることを確認した.
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